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機関紙発刊に期待 します

「白発性は揮発性だ」と、わが国の市民活動 リー

ダーのひとりで警句の巧みな早瀬昇さん (大阪ボラ
ンテイア協会)は、喝破している。確かに、志を立

てるのは難 しくないが、それを維持するのは容易で

はなく、贈 ○も例外ではない。

兵菫県でも、すでに解散した、あるいは体眠状態
こヽはいった 1ご○ はかなりの数になる。最初の熱意
が、いつのFE3にか揮発してしまつたのかもしれない。
外部から、そこに至つた事情を推察するのは、難し
tヽが、共通の兆候はホームページの更新が遅れたり、
機関畿が途絶えることである。つまり、新しい会員

を増やすとか、又支援者を確保しょうという熱意が

薄れると、情報発信がおろそかになるということだ

′特定非営利活動法人 環 境 2言 鋤 会

小森星児 (ひ ょうごボランタリープラザ所長)

ろう。

もちろメッ、私たちまで熱意が伝わってくる 「環境
21の会」にはこうした懸念は無用であるが、今度、

機関紙を発刊するとうかがつたし従来も、活動の内

容 :ま ホームベージで拝見 しているが、関:この ある方
に紹介する際、二「昂J物 が手元 :こ ない ヒ不 i更 なことで

ある。積極的に情報を求める層には、ホームペ=ジ
は有効であるが、支援者を掘 り起こす能力という点

では紙情報に遠く及ばないここれまで機略に富んだ

活動を展開してきた 「環境 21の会Jん 新ヽたに取 り

組む機関紙が、さらに支援者の輪を広:ず ることを祈
って、お祝いの言葉 としたい3
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それから2年間は、設立の目的

を達成するための各種事業を行

う傍ら組織の基礎を固めること

に努力してきました。

NPOの 認証を受 :す たときに

ホームペー ジを立ち上 |ず ま し

こ どもた ちへ の環境教 育
兵章県環箕学習課鈴蘭台小学校

ゴミ削減プロジェクト

が、充分なメンテナンスが行わ

れていませんでした。本年度下

期に入つてようや く最近のレポ

ー トやお知らせをアップロー ド

することができるようになりま

した。

この際、当会がやっているこ

とをもつと皆様にお知らせでき

るように、電子媒体だ :す でなく

紙媒体でも発信することになり

ましたっ

もともと、電子媒体 :ま定期的

に発行 され る紙媒体よ りも早

神戸県民局生活創造センター

く、当会の行事 。事業についてお

知 らせができることに持徴があ

りますが、確実にお届 :す してじっ

くりと内容を読んで理解 してい

ただくためには、紙媒体の方が優

れているように考えていますこ

これは当分は季刊の形で発行

していくことにしています。

どうぞ、環境 21の季刊誌「N
OW」 も会のホームベージ同様ご

愛読 くださいますよろしくお願

い申し上げますc

う

▲
夢
野
』



地球温暖 iヒ と「未必の故意」 (i〕

NPO:ニメ、

事贅 ■長

キ年は地球温暖 :ヒ :こ 関して「未

ごう故意」を感じる事のない社会

√)嬌案を目指しましょうと,私 自

身が実践 している「省エネ・自然

ェネ「し́ギーの有効活用・縁化推

進」を河1■ して大入二対して啓発

活動を実施して来た.最近子ども

達 のヽ環境教育が重要というが、

子ども達ほ大入・規を良く見てい

ろ.

三が最初に、この「未必の故意」

とし,う のを聞いたのは、211童紀

学会で当時「人 と自然の博物館」
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で大活躍をされている=肖、環境
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三境でお

ケナ フ今音物語

|_X祀黙「|の慮1刊 号発行 ギおめでをう

縁は、平成 9年の乖垣先生の講演会、

を作る材料の手持ちのお尋ねがあり、
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I色掛「′)メ 1り 取り前のケすフ

究極 のスロー ライ フお国柄

菫本的 1■ メ、力車iま 、急がないえ√)優雅な乗 り物

●II~〔 :#t科 は不要、排ガスも出きな1‐環境 ::一 ダ

ー ? 京者:、 奈良など観光 1也 で t,活躍 t′ て■ま

す.近隣アジアの<メヽ=一 ライフ>:ま 、観光用・rit

なく現役のプ、力車が走つています ]
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る[ま た顔の真横で通 り過ぎる車、視野 360度
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暖化防止に関わつた事は、周知の事実等 [

当会会員勤務の小学校で音量と、電力:1責 二'百係の

話 しの中でこども達が、思いもよらぬ演歌1■tヤl、 大

笑いしたことぅなど楽 しい思い出も多々■ |ま す=中
でも淡路での種草祭 りの昼食の輪に誘われ、会支持参

の大根のイカ煮の美味 しさ、優 しさ、楽 しスなうiら 実

働を伴 う活動をされ、現在では、
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建瑳鯰

暮 らしにエ コを

こ }冬湯たんぼを使つていますr揚を入れ
るた ,す で電気を使わずに、暖かく、部屋の乾

長を■ぎ足をのせたり快適です.義者の皆様
■薬 ´く気軽に 「エコ」生活する知恵を募集
しま■「採用の方に記念品を進呈します .

=専
iま事務局まで郵送でお願い致します。
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11月 の予定]1月 28百 iョ ,夢前森林保全バスリ′アー

てる活動
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ボスrrァ _:二
参壌 しませ

手戒 13≒■1 月 28ョ  :日 ,

8:301解 歌 :lT:o● 頃)

鳳 硬石賢東樋

45名
2000可 i昼食It含む,

軍手、タオ●・欧■場、帽
「

、
"二

き,な ど![1に

'間伐 :F・7餃材|ま 後目炭 |二 焼きます|

〒673-6854 明石市東朝霧丘23-16 吉保 明

電言舌を隠  078´ 911‐ 107o

東播磨生活科学センター 2階 会議室 市民塾 (13:00～ 16 i lll

(地球温暖化 とゴミ・里山Fp5題 )

明石市立産業交流センター (ス トップ温暖化と工作教室)(10:1舎～1二 :00)

森林を守 り、

日目寺

集合時間

集合場所

募集人数

参加費用

持ち物

活動内容

申込先

育

12月 の 予 慮

2月  7日
14日

19局

2´馬  25日

(ス )

(火 )

(月 }

1日 〕

１

鰤

リ

[3月 の予 t~l

3月  18日 (日 )西宮中央公民館 6F ,

レ ンフォメーション]

[凸     言
お書きギ誉釈F環

境活動についての思いや経験を

事務局

科学実験フェアー を工作教室 (9i3o～ lё iこぅ

編集後記    ]I Y

ll月 何会のあと以前から出て lヽiti「 書千議を出
そ うという話が持ち上がった.

降つて沸いた:ま なしでもないが 1三 言:二、三なつた´

猪が待ってられないとばかり 1■
「「

1鼻
=t荒

く
出てきた状態だこ とりあぇず編集 31■ を■二、各氏
に寄稿をお願いした.3

枠組みを考え、生活創造センター■各二 ,こ ■談し
ながら、レイアゥ トlン スタンバイoI(1〒■三:な か
なか集まってこなⅢ、 国一日と暮れ :ま 近づ |、 25日
:こ なって、焦る、 ドォ～,シ ョ:ア 、

「
1‐ ■:子ぅさ

i.つ きでt‐
Lの 中に挿 し込んで1ヽ く、二 :_て 事l干」弓

:ま なんとかカタテを見せたこ表題 :i、 環麦 :こ よぃこ

と|ま 気がついた瞬問から行動 しようと,忌■を込め
て、今 Nヽowと した. 次号から,課題 t妻 うて結
簿楽 しみがあることが,3か った=与 号、兵接 |■ 墓Ⅲ
た環境清報、身近なところから各自テーマを持つて

取 り組めるように、読者の皆様 と一倍 :こ 考え、次号
を書待され、受される情報誌 として成長 していきた
いと額つています.

寄稿 して頂いたボランタリープラザ 7_l森
所長様■

■、各氏の皆様、協力をしてくださった生活ヨ造セ
ンターの皆様 :二 心より厚く御7Lを 中し上:デ ます _
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NPO法 人 環境 21の 会
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